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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成23年5月26日(2011.5.26)

【公表番号】特表2010-524255(P2010-524255A)
【公表日】平成22年7月15日(2010.7.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-028
【出願番号】特願2010-503042(P2010-503042)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｆ２１Ｖ   9/10     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　
   Ｆ２１Ｖ   9/10    ４００　
   Ｈ０５Ｂ  37/02    　　　Ｌ
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月8日(2011.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隔てて設けられた蛍光体を励起するように構成され、更に第一の相関色温度（ＣＣＴ）
を有する光を放出するように構成されたた少なくとも１つのＬＥＤを含む第一のＬＥＤ装
置と、
　第二の相関色温度（ＣＣＴ）を有する光を放出するように構成された少なくとも１つの
ＬＥＤを含む第二のＬＥＤ装置と、
を含み、
　前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置の相対駆動電流が制御可能であり、こ
れにより相対強度が可変であって、前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置によ
り放出された混合光の相関色温度（ＣＣＴ）が電気的に調整可能である、色温度調整可能
な白色光源。
【請求項２】
　前記第二のＬＥＤ装置の少なくとも１つのＬＥＤが、隔てて設けられた第２の蛍光体を
励起するように構成された、請求項１記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項３】
　前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置の相対励起強度を、それぞれのＬＥＤ
装置の駆動電流の相対強度を制御することにより変化させる、請求項１記載の色温度調整
可能な白色光源。
【請求項４】
　駆動電流の相対強度を動的に切り替えて、駆動電流のデューティサイクルを用いて、前
記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置により放出された混合光の色温度を制御す
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るように構成された、請求項３記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項５】
　パルス幅変調駆動電流を用いて前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置を駆動
するように構成され、更に、前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置がパルス幅
変調電流の逆位相で駆動される、請求項３記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項６】
　前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置の相対駆動電流が、分圧器として構成
される可変テジスタを用いて選択される、請求項３記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項７】
　前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置の相対駆動電流が、バイポーラ接合ト
ランジスタを用いて選択される、請求項３記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項８】
　前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置を駆動する前記パルス幅変調駆動電流
を供給する駆動回路が、非安定（フリーラン）動作モードで構成された５５５タイマ／オ
シレータ回路である、請求項５記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項９】
　前記第一のＬＥＤ装置の少なくとも１つのＬＥＤが、４４０ｎｍから４７０ｎｍの範囲
の波長の青色光を放出する、請求項１記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項１０】
　前記第一のＬＥＤ装置の少なくとも１つのＬＥＤとともに、前記隔てて設けられた蛍光
体が、緑色光放出蛍光体、黄色光放出蛍光体及びオレンジ色光放出蛍光体の群の中から選
択される、請求項１記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項１１】
　前記第二のＬＥＤ装置の少なくとも１つのＬＥＤを伴う前記隔てて設けられた蛍光体が
、オレンジ色光放出蛍光体及び赤色光放出蛍光体の群の中から選択される、請求項１記載
の色温度調整可能な白色光源。
【請求項１２】
　前記第一のＬＥＤ装置が、約６，０００Ｋから１０，０００Ｋの色温度範囲を有する冷
白色光（ＣＷ）を放出するように構成された、請求項１記載の色温度調整可能な白色光源
。
【請求項１３】
　前記第二のＬＥＤ装置が、約２，５００Ｋから４，０００Ｋの色温度範囲を有する温白
色光（ＷＷ）を放出するように構成された、請求項１記載の色温度調整可能な白色光源。
【請求項１４】
　青色光を放出する少なくとも１つのＬＥＤを含み、隔てて設けられた蛍光体が緑色光、
黄色光またはオレンジ色光を放出するように、該少なくとも１つのＬＥＤで該隔てて設け
られた蛍光体を励起する第一のＬＥＤ装置と、
　橙色光または赤色光を放出する少なくとも１つのＬＥＤを含む第二のＬＥＤ装置と、
を含み、
　前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置の相対駆動電流が、可変レジスタ分圧
器、一対のバイポーラ接合トランジスタ及び非安定（フリーラン）動作モードで構成され
た５５５タイマ／オシレータ回路の群の中から選択された電気回路を介して制御される、
色温度調整可能な白色光源。
【請求項１５】
　隔てて設けられた蛍光体を励起して、約６，０００Ｋから１０，０００Ｋの色温度範囲
を有する冷白色光（ＣＷ）を放出するように構成された少なくとも１つのＬＥＤを含む第
一のＬＥＤ装置と、
　約２，５００Ｋから４，０００Ｋの色温度範囲を有する温白色光（ＷＷ）を放出するよ
うに構成された第二のＬＥＤ装置と、
を含み、
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　前記第一のＬＥＤ装置及び前記第二のＬＥＤ装置の相対駆動電流が、可変レジスタ分圧
器、一対のバイポーラ接合トランジスタ及び非安定（フリーラン）動作モードで構成され
た５５５タイマ／オシレータ回路の群の中から選択された電気回路を介して制御される、
色温度調整可能な白色光源。
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